
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テーマ インフラ施設の効率的な維持管理 

サービス分野 インフラ維持管理 

市場段階 
研究・開発 試作・実証 実用化 事業化 

 〇   

実用化の目途 
実用化済 半年以内 1年以内 2～3年以内 未定 

    〇 

販売形態 
直販 自社利用 販売代理店 未定 

   〇 

海外展開 
実績有 交渉中 検討中 未定 

  〇  

衛星 SARを活用したインフラモニタリングサービス 

サポート窓口 日本工営株式会社 中央研究所 事業創生センター  

  E-mail: ml-r1-IMC_eisei@dx.n-koei.co.jp 

衛星 SAR による時系列干渉解析を用いてインフラ施設を広範囲にモニタリングし、経年的な変位に

対し適切なリスク評価提供するサービス。インターネット上でインフラ施設の状況を簡単に確認できるパ

ッケージサービス化を目指す。 

  

 

 

 

 

 

■サービスの概要 

インフラ施設に対する観測密度を向上させ、高精度な解析を実現 

改良前データ 改良後データ 

測量による変動量 SAR解析による変動量 

羽田空港の時系列干渉解析結果(2015～2017) 

SARによる一括スクリーニング 

点検精度向上 

観測頻度向上 

作業の効率化 
出典：地理院地図(電子国土 Web) 出典：地理院地図(電子国土 Web) 

©Copernicusdata ©Copernicusdata 

©Copernicusdata 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テーマ 災害情報（浸水域、土砂崩壊区域）の提供 

サービス分野 防災、インフラ維持管理、交通・物流、金融・保険、国土強靭化 

市場段階 
研究・開発 試作・実証 実用化 事業化 

  〇  

実用化の目途 
実用化済 半年以内 1 年以内 2～3 年以内 未定 

〇     

販売形態 
直販 自社利用 販売代理店 未定 

〇    

海外展開 
実績有 交渉中 検討中 未定 

  〇  

緯度：XXX
経度：YYY
浸水：ZZZ

災害情報提供サービス 

サポート窓口 日本工営株式会社 中央研究所 事業創生センター 

  E-mail: ml-r1-IMC_eisei@dx.n-koei.co.jp 

衛星データを解析した災害情報（浸水範囲、土砂崩壊地等）を早期に提供し、付加情報（浸水面積、

湛水量、人口、家屋情報、施設情報、道路混雑情報など）をユーザーが任意に取得できるサービス。 

  

 

 

 

 

 

■サービスの概要 

緯度：XXX
経度：YYY
浸水：ZZZ

緯度：XXX
経度：YYY
浸水：ZZZ

緯度：XXX
経度：YYY
浸水：ZZZ

②阿武隈川

解析＋情報化 

©SKY Perfect JSAT/Planet Lab.Incc 
©Open Street Map 

©SKY Perfect JSAT/Planet Lab.Incc 

©SKY Perfect JSAT/国土地理院 

©SKY Perfect JSAT/国土地理院 

©SKY Perfect JSAT/国土地理院 

©SKY Perfect JSAT/Planet Lab.Inc 

©SKY Perfect JSAT/Planet Lab.Inc ©SKY Perfect JSAT/Planet Lab.Inc 

©SKY Perfect JSAT/Planet Lab.Inc 

©SKY Perfect JSAT/Planet Lab.Inc 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テーマ 斜面災害情報（地すべり変動等）の提供 

サービス分野 防災、インフラ維持管理、危険斜面スクリーニング、国土強靭化 

市場段階 
研究・開発 試作・実証 実用化 事業化 

  〇  

実用化の目途 
実用化済 半年以内 1年以内 2～3年以内 未定 

〇     

販売形態 
直販 自社利用 販売代理店 未定 

〇    

海外展開 
実績有 交渉中 検討中 未定 

  〇  

斜面変動モニタリングサービス 

サポート窓口 日本工営株式会社 中央研究所 事業創生センター  

 

 

 E-mail: ml-r1-IMC_eisei@dx.n-koei.co.jp  

衛星 SAR データを解析した広範囲の斜面変動状況が確認できるサービスである。斜面変動状況を踏

まえ、机上解析・現地調査・対応策の提案・対策工の設計までのワンストップサービスを選択できる。 

  

➢ 「現在までの評価（危険斜面の抽出）」並びに「今後の監視・評価（モニタリング）」の２プランを選択できる 

➢ SAR衛星のアーカイブ画像を活用することで、過去に遡って広範囲の斜面変動を確認できる 

➢ 国土交通省の地すべり判定基準に準じて、定量的な危険度評価（変動 A～C）を確認できる 

➢ オプションサービスとして、机上解析・現地調査・対応策の立案・対策工設計までを選択できる。 

➢ ２０２１年度に打ち上げ予定の ALOS-4の取得データを活用した斜面変動モニタリング技術を展開予定である 

■サービスの概要 

衛星観測方角 

サービスプラン
①a 衛星SAR解析（現在までの評価）
①b 衛星SAR解析（今後の監視・評価）
② 衛星SAR解析＋机上評価
③ 衛星SAR解析＋机上評価＋現地評価

変動種別
累積変位量
（mm/月）

一定方向へ
の累積傾向

変動A 10以上 顕著
変動B 2～10 やや顕著
変動C 0.5～2 ややあり

変動判定基準 

6.0 

4.0 

2.0 

-6.0 

-4.0 

-2.0 

0.0 

相
対
的
な
変
動
量
（
㎝
）

 
隆
起
→

 
←
沈
下

 

１回目と２回目 
以降の距離差 沈下量による位相変化 

観測方向１回目 観測方向２回目以降 

診断結果
アラート

AI

A,Bなどの危険個所
の分析評価（概略）

現地調査 対応策の提案・設計衛星SAR解析

斜面変動の恐れがある範囲 

Original data provided by JAXA. 
Analyzed by Nippon Koei Co., Ltd. 

出典：地理院地図(電子国土 Web) 

Original data provided by JAXA. 
Analyzed by Nippon Koei Co., Ltd. 

出典：地理院地図(電子国土 Web) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 中小河川（都道府県・政令指定都市管理）における河道管理 

サービス分野 防災、インフラ維持管理 

市場段階 
研究・開発 試作・実証 実用化 事業化 

〇    

実用化の目途 
実用化済 半年以内 1年以内 2～3年以内 未定 

   〇  

販売形態 
直販 自社利用 販売代理店 未定 

〇    

海外展開 
実績有 交渉中 検討中 未定 

  〇  

中小河川の河道維持管理サービス 

サポート窓口  日本工営株式会社 中央研究所 事業創生センター  

  E-mail: ml-r1-IMC_eisei@dx.n-koei.co.jp 

高解像度の衛星画像を活用した河道維持管理サービスとして、地形計測、巡視補助（オルソ写真）、

流下能力評価を提供する。広域な河道情報を簡易かつ省コストで定期的に監視することが可能。 

  

 

 

 

 

現状の管理
状況把握・評価の間隔が長く、改修による効果、堆積・樹林
化による低減等の流下能力の変化が適切に把握できない

本研究で目指す管理
頻繁に状況把握・評価が得られ、流下能力の変化や要因
を適切に把握し、必要な管理の判断に繋げられる

本システム

抽出、
合成、
処理、
加工

衛星により広域で定期的に監視 中小河川における河道維持管理システム

各種データ取得
（地形、河床材料、樹木状況など）

Time

流
下
能
力

Q
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m

3
/s
）

改修による
流下能力の向上

樹林化等による
流下能力の低減

洪水時の堆積によ
る流下能力の減少
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水面下は把握できない

光学衛星新規撮影画像による標高
解析結果とその他測量の比較

水域以下の地形推
定精度の低さが高
水規模の洪水位予
測には大きく影響
しないことを把握

画像輝度からの粒径分布の推定結果

河床材料調査結

果（面格子法）
と輝度分布の比

較により平均粒
径を推定
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※新規撮影は出水後、UAV測量は出水前

（台風19号出水前）

衛星撮影画像からの河道内地形把握

（台風19号出水後）

➢ 対象エリアの地盤高データならびに、樹木繁茂状

況、河床材料により、地形データ・粗度係数・死水

域などの諸条件を自動設定。 

➢ ユーザーは対象流量を設定するだけで、対象河川

の流下能力評価が可能。 

● AW3D製品

《 光学衛星画像による標高解析技術》 費用：200万円/20ｋｍ2（新規撮影）
※横断測量(200m測線)：川幅200m、延長10㎞ →約1,500万円

■サービスの概要 

SIP / JAXA SIP / JAXA 

SIP / JAXA 

©JAXA 

AW3D HP より AW3D HP より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テーマ 土砂災害発生箇所に関する情報の迅速な提供 

サービス分野 斜面防災、災害復旧計画、河道閉塞対応、道路啓開、災害救援活動 

市場段階 
研究・開発 試作・実証 実用化 事業化 

  〇  

実用化の目途 
実用化済 半年以内 1年以内 2～3年以内 未定 

〇     

販売形態 
直販 自社利用 販売代理店 未定 

〇    

海外展開 
実績有 交渉中 検討中 未定 

  〇  

土砂災害発生箇所情報提供サービス 

サポート窓口 日本工営株式会社 中央研究所 事業創生センター  

  E-mail: ml-r1-IMC_eisei@dx.n-koei.co.jp 

 

災害発生直後に撮影した SAR 画像から土砂災害が発生した恐れのある箇所を自動抽出・提供しま

す。さらに、斜面防災技術者による評価を行い、より精度の高い災害発生箇所情報を提供します※。 

  

➢ 災害発生直後に撮影した SAR衛星画像を基に、土砂災害が発生した恐れのある箇所を抽出・提供します。 

➢ いつ・どこで災害が発生しても、SAR撮影画像取得後、数時間以内に「土砂災害発生箇所予察図(速報)」が閲覧できます。 

➢ オプションとして斜面防災の専門技術者による判読結果を踏まえた「土砂災害発生箇所予察図(続報)」も作成します。 

➢ インフラ管理者は「土砂災害発生箇所予察図」を活用し、これまでよりも迅速に災害対応の計画・着手が可能となります。 

➢ 必要に応じて、専門技術者による現地調査を実施し、対策案の提案ができるため、調査職員の省力化につながります。 

■サービスの概要 

被災前に撮影された航空写真 SAR衛星画像判読図 被災後に撮影された航空写真 

判読した範囲 

土砂災害発生箇所予察図(成果の例) 

「土砂災害発生箇所予察図」は shape,KML 等の GIS データならびに、任意の地図に判読ポリ

ゴンを重ね合わせたPDFデータとして提供可能。その他のデータ形式での提供は応相談。 

地理院タイル(厚真川地区正射画像)を加工して作成 出典：地理院地図(電子国土 Web) Original data provided by JAXA. Analyzed by Nippon Koei Co., Ltd. 

提供メニュー サービス内容 対応時期

基本メニュー

・自動判読

自動判読アルゴリズムにより「土砂

災害発生予察図(速報)」を作成・提

供する。

発災後のSAR画像を受信後、

数時間※1以内に結果を提供

追加オプション①

・専門技術者による判読

基本メニューによる抽出結果を斜面

防災技術者が判読する。より精度を

向上した「土砂災害発生予察図(続

報)」を作成・提供する。

発災後のSAR画像撮影の当日

～翌日に作業開始。判読完了

※2次第、随時結果を提供

追加オプション②

・専門技術者による現地調査

土砂災害が発生している恐れがある

箇所へ専門技術者を派遣する。現地

調査を行い、対応案を提案する。

要請の翌日以降に全国の拠点

に常駐する専門技術者を派遣

※1 概ね2時間以内の提供を目標とする。

※2 判読範囲による。 判読箇所に優先度付けすることも可能（例：道路沿いを先行して判読）。

地理院タイル(標準地図)を加工して作成 

※ 追加オプション 
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